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本研究の目的は，教師が教育活動の中で経験的に感じとっている小学生の発達の様子から，小学生の「学校ライフサイク
ル」を考え，その中での発達上の課題や危機のとらえ方についての仮説を生成することであった。その結果，心理的な特徴
から，小学校の6年間を発達の下位時期に分けると，前半は1年生～4年生前半，後半は4年生後半～6年生であり，さら
に前半は1年生～2年生，3年生～4年生前半に分けることができると考えられた。そして，下位時期ごとの心理学的特徴
を明らかにし，学年に注目した小学生の発達課題を設定した。また，これらを考慮した，教師の対応の留意点についても明
らかにした。
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1．問題と目的
小学校の入学から卒業までの6年間の子どもたちの発
達は著しい。吉田（2002）は，発達に関する知識を持っ
ことが，あらゆる分野で子どもとどう接すればよいのか
についての基礎的な指針を提供し，子どもの発達上の問
題の発見やその解決を手助けする役割も持っていると述
べている。では，子どもたちの発達を促すような指導・
支援を行うためには，どのような理解の視点を持てばよ
いのであろうか。
6歳頃から11～12歳の現在の小学生時代に当たる時期
は，児童期や学童期と呼ばれる。フロイト（1946）は児
童期を人格の発達の中では比較的安定した時期＝潜伏期
であるとし，エリクソン（1982）は，初期学童期は心理
的・性的にモラトリアムであるとした。またサリヴァン
（1953）は，児童期は家族外の広範囲にわたる新たな対
人技能を身につけなければならない大切な時期であると
考え，さらに，小学校の高学年から中学生にかけての前
青春期は，友人との親密関係（chumship）を築いていく
特に重要な時期であるとした。最近の学童期全般につい
ては，石隈（1999）が，子どもの発達課題の傾向として
児童期が短くなり，1，2年生は幼稚園児のよう，5，
6年生は中学生のよう，したがって小学生は3，4年生
だけのようであると述べている。
小学生の子どもを発達的な視点からとらえる研究にお
いて，天岩（2004）は，「教師の関心は一人ひとりの発
達に向けられ，研究者は量的な測定を試みるが，もっと
現場の教師と臨床関係者が共同で研究するべきであり，
そのことで研究の成果が直接子どもに活かされることが
増えるだろう」（p．56）と述べている。また秋田（2005）
は，「子どもの学校でのくらしは不透明な研究が多く」
「学期や行事が変化のひとつの節目になっているが，1
年の中での期の感覚や場の感覚が，研究の中に現れてく
ることは少ない」（p．22）と指摘している。そして，「そ
の解決のために，授業者が子どもについて抱える課題と
研究者が研究しようとすることを織り合わせながら研究
ができないか」（p．22）と述べている。このようなこと
から，教師の経験知がもっと明らかにされれば，学校で
の子どもの発達を研究する新たな視点となるのではない
かと考え，今回，小学校の教師への面接調査を行なうこ
とで，小学生の発達の様相を明らかにしようと試みた。
鶴田（2001）は大学生の心理的発達を，“学生生活．サ
イクル”の視点から捉えている。そこでは，まず，学年
の移行に伴う心理的変化の課題を軸とし，それぞれの時
期の学生の心理的特徴を明らかにしている。そして，大
学生がさまざまな課題に直面し，それらを克服したり克
服しなかったりすることを繰り返しながら成長していく
というモデルを想定している。同様に小学校においても，
それぞれの時期で心理的特徴や発達の課題に違いがある
と考えられる。そこで，小学生の発達を「学校ライフサ
イクル」として捉え，その中での個々の子どもの位置や，
直面しやすい危機を把握しておくことが，個々の子ども
を理解する手助けになると考えられる。
以上のように本研究では，教師が教育活動の中で経験
的に感じとっている小学生の発達の様子から，小学生の
「学校ライフサイクル」を考え，その中での発達上の課
題や危機のとらえ方についての仮説を生成することを目
的とした。
2．方法
（1）諏査対象者
第1段階の対象者は，A大学大学院に在学している教
職経験9年以上の小学校教師21名で，年齢は30歳代が7
名，40歳代が14名であった。第2段階の対象者は小学校
教職経験20年以上で，尚且っ小学校1年生から6年生ま
ですべて担任経験のある教師で，事前に研究の趣旨を説
明し承諾の得られた者4名に実施した。第1段階の21名
の性別は男性9名，女性12名であり，第2段階は4名全
員女性であった。
（2）実施期間
第1段階はⅩ年1月～7月，第2段階はⅩ年11月であっ
た。
（3）手続き
一人1回60～90分の半構造化面接を行った。内容はす
べて対象者の承諾を得て録音し，後日，逐語記録を作成
した。
（4）調査内容
第1段階では教師としての経験の中から，下記の項目
について回答してもらった。
1）それぞれの学年に特徴的な子どもの様子とはどう
いうものであるか（学習面，運動面，生活面，心理・
社会面，身体的な発達）
2）どのような危機がどの時期（1年間の中で，6年
間の中で）に見られるか
第2段階では第1段階で，明らかになってきたモデル
について，妥当性を検証するために，質問項目を限定し
た。質問項目は，以下のとおりである。
1）教師との関係において，教師に絶対性を感じてい
たり，教師との関係を強く求めたりするのは何年生ま
でか。また，教師と距離をとったり，批判的な目を持
ち始めるのは何年生ぐらいからか？
2）友だち関係において，友だち選びの基準はいっ，
どのように変わるか。グループの様相はどうか。男女
差はあるか。
3）自己や他者を評価することに関してはどのように
変化するか。またそのことに関連して，他者から見ら
れることや，自己中心性や，意欲面に関してどのよう
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な変化が感じられるか。
4）卒業前の様子で特に感じることはあるか。
5）1年間の流れで特徴的なことはあるか。
6）学習面では，どこでつまずきやすいと感じている
か。
（5）分析方法
［1］第1段階
1）得られた21名分のナラティブデータを1年生から6
年生までの各学年に関するもの6項目，6年生の卒業
前の様子に関するもの，1年間の流れに関するもの，
学習に関するもの，の合計9項目に分類した。
2）9項目それぞれをKJ法によってグルーピングし，
心理的特徴のカテゴリー化を行った。分類には筆者を
含む臨床心理学専攻の大学院生3名があたった。その
後，心理的特徴をカテゴリー化したものを基に図解化
を行った。
3）学年ごとに得られた心理的特徴のカテゴリーを，1
年生から6年生までの縦の流れとしてもう一度構成し
なおした結果，4つの流れが浮かび上がったので，そ
れぞれについて図解化を行った。
4）図解化したものを基に，叙述化を行った。
［2］第2段階
5）第2段階では，それぞれの質問項目ごとの回答を
一覧表にし，第1段階で得られたデータの妥当性を検
討した。
3．結果
（1）各学年の特徴と全学年に共通する1年間の各時期の
特徴
多くの文献では小学生の発達段階を‘児童期，として
ひとくくりにしているか，高学年を恩春期の入り口とみ
て，1～4年生，5～6年生と大きく二つに分けている
程度である。しかし今回の結果では，低学年，中学年，
高学年というおおよそ2年ごとの発達の区切りが見られ，
さらにその中で1年生と2年生，3年生と4年生，5年
生と6年生の違いも明らかになった。また秋田（2005）
が指摘するような，“1年の中での期の感覚や場の感
覚”も，教師は子どもの様子を通して感じとっているこ
とがわかった。
1）1年生…出身幼稚園・保育園によってスタートラ
インから差が見られる。学校に不慣れなことから，
夏休みまでぐらいは緊張が続き，落ち着かなかったり，
すぐに泣いたりといった様子が見られるが，秋の運動
会を経験したあたりから学校に適応し，ずいぶんと成
長が見られる。1年間成長はどの学年よりも大きい。
2）2年生…学校にも慣れ，見通しを持ち，自信を持っ
て行動することができるようになる一方，気の緩みや
わがままも見せ始める。後半になると少しずつ周囲が
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3）3年生…エネルギーが急に増えたと感じられ，全
体的にかなり活発になる。環境としては初めてクラス
替えを経験する場合も多く，新しい教科や学習も一度
に導入され，授業時間数も増えるため，子どもたちに
とっては結構負担が大きく，前半をうまく乗り越える
ことが課題となる。学習面の節目も3年生にあるよう
である。
4）4年生…問題が隠れて見えにくいため，学校の中
では軽く見られがちではあるが，とても大切な学年で，
これから高学年へと進んでいく上でキーになる学年で
ある。子どもたちは自分たちでいろいろなことができ
る力を持っが，大人に対する批判的な目も備え始める
ことから，学級がうまく機能しないと崩壊したりする
危険性がある。また，女子が先に成長し，男女差が冒
立っようになるのは，この時期以降である。
5）5年生…学校の中で委員会活動などの重要な役を
担うようになり，それに伴う成長が見られる。しかし，
まだ上に6年生がいるということで，それほどの責任
感はなく，甘えたり自由に振舞ったりすることもでき
る。教師を一人の大人として見るようになり，教師の
言葉に納得しないと受け入れられなくなる。友達関係
において男女差が目立ち，特に女子は閉鎖的なグルー
プを作りがちである。
6）6年生…最高学年ということで，学校中から注目
され，責任感を持ち，成長することも多いが，そのこ
とが負担になる子やあまり責任感を感じないままの子
もいる。さらに，自分たちより上の学年がいないこと
から，歯止めが効かなくなり，横暴さが目立っように
なる場合もある。また，3学期にはまとまりを見せる
場合と，中学への不安から，不安定な様子を見せたり
する場合がある。
7）全学年に共通する1年間の各時期の特徴…1学期
については，4月当初緊張感が顕著で，ゴールデンウィー
ク明けは不登校の問題などが表面化しやすい。緊張が
解け，教師に対して不満があったりする場合は6月に
表面化し始める。2学期に入ると，9月頃の運動会の
練習で押さえつけられることへの不満がたまり，10月
は目標を失い，エネルギーのやり場に困り，別の問題
を呈することもある。3学期が落ち着かなくなると，
次の学年に危うさが出てくる可能性がある。
（2）心理的特徴カテゴリー化と縦の流れ
1）各学年の心理的特徴のカテゴリーは，1～5年生
が4つ，6年生が5つであった。
2）6年間の縦の流れとして，‘教師との関係，‘友だち
との関係，‘自己や他者を見る目＝学校における立場・
地位，という大きな4つが浮かび上がった。（図1）
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図1　心理的特徴のカテゴリーの縦の流れ
3）「心理的特徴のカテゴリーの縦の流れ」に関する
叙述化
‘学校における立場・地位，は各学年の特徴の中で
述べたので，ここではそれ以外の3つのカテゴリーの
流れについて述べる。
①　教師との関係＝・低学年の間は教師との1対1の関
係を求め，教師の言うことは絶対的で，教師に認め
てもらうこと，はめてもらうことがうれしく，その
ことがいろいろなことの動機付けとなる。3年生も
教師はまだ絶対的だと思っているものの，一部教師
から距離をとったり，低学年はどの絶対性を感じな
くなったりする子も見受けられる。4年生の後半に
なると教師から独立しようとし始め，反抗心も芽生
える。5年生になると教師を一人の大人として見る
ようになり，批判的な目で見ることも増える。また，
中学年までは教師の言うことだからと吟味しないで
受け入れていたのが，5年生になると教師にきちん
と理屈で説明してもらい，その話に納得しないと動
けなくなる。この頃から教師は子どもを指導しにく
いと感じ，この感じは6年生まで続くが，6年生の
中には大人同士の付き合いができると感じさせる子
どもも現れる。この子どもたちは，「仕方がないと
いうことがわかるようになってくる」「先生の立場
をわかってくれて，我慢してくれたり，協力的な部
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分がある」「5年生より，物分り
がよくなっている」というように
教師に感じさせる。
②　友だちとの関係（図2）‥・教師
との関係と密接なっながりを持っ
ており，教師とのつながりを求め
ている低学年の間は，友だち関係
は希薄である。友だち選びの基準
は物理的な近さ，例えば席が近い，
家が近いなどで，その関係は固定
的でなく，分け隔てなく仲良くし，
グループ化は見られない。また，
友だち関係における男女差も見ら
れない。3年生になると友だち関
係が少しずっ固定化し始め，グルー
プもでき始めるが，そのグループ
はまだ単位が大きく流動的である。
低学年は個人対個人で遊ぶが，3
年生はグループで遊ぶことを好む
ため，その結果揉め事やけんかが
多くなる。4年生になるとさらに
個人と個人の結びつきが強くなり，
友だち選びの基準は性格が合うこ
とや，趣味が同じ，といったこと
になる。女子の一部は高学年の様
相を見せ，人間関係が複雑になる。
5年生では急にグループ化が進んだと教師は感じ，
そのグループは固定的で小さく，グループ内で揉め
たり，グループ同士が反発しあったりすることも多
い。この傾向は女子で顕著に見られ，男子は卒業す
るまで中学年とほぼ同じ感じで変化がない。6年生
になるとさらに女子のグループは閉鎖的になり，友
だちの影響力が増し，そこからはみ出さないように
必死でしがみつく姿が見られる。その結果，どこの
グループにも入れなかった子は孤独になり，それが
怖くて間違ったことでも友だちを見習ってしまった
りもする。
⑧　自己や他者を見る目…これは‘友だちとの関係，
と密接な関係を持っ。低学年では自分自身のことで
精一杯で，自己や他者を評価するまでに至らないた
め，かえってどんな友だちとも仲良くできるといえ
る。周囲と自分を比較したりしないので，高い意欲
を持ち続け，「やればできる」＿し「みんなが一番に
なれる」と思っている。しかし，2年生の後半から
自分や周囲が少しずつ見え始め，学習面における差
も目立ってくるので，意欲の低下を招くこともある。
3年生では自分や他人を評価し始めたり，集団や友
だちの目を意識し始めたりするため，自己中心性か
図2　‘友だちとの関係，の6年間の流れ
ら少しずつ抜け出し，他者を認められるようになる。
さらに4年生では，相手や全体を考えた発言や行動
ができるようになる一方，自分や相手の位置を考え
て，差の認識から劣等感を持ったり，他者の評価が
固定したりする。高学年になると友だちの目が非常
に気になり，集団の中の自分というものを意識し，
自分を自由に表現しにくくなる。また，自己の能力
も客観視できるようになるため，自己評価が低くな
り，その結果余計に自分を表現しにくくなる。
（3）第2段階の面接の結果との比較
「教師との関係」「友だちとの関係」「自他評価」「6
年生の卒業前の様子」「1年間の流れ」「学習面」につい
て，第1段階の結果と第2段階の結果を比較検討してみ
た。「教師との関係」はやはり3年生ぐらいまでは教師
は絶対的な存在であるが，4年生から5年生にかけて変
化が見られる，ということで一致していた。「友だちと
の関係」は，図2とほとんど相違は無かったが，第1段
階の対象者に比べて，第2段階の対象者は低学年の担任
も多く経験しているため，低学年が友たちを選ぶ基準に
ついて，物理的な近さだけではなく，活発でスポーツな
どができたり，友だちに優しかったり，といった人望の
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厚さも関係すると述べていた。「6年生の卒業前の様子」
「1年間の流れ」「学習面」もほとんど相違は見られず，
第1段階で得られた結果は，妥当性のあるものだと考え
られた。
4．考察
（1）発達の下位時期
小学生期の発達段階は，従来児童期としてひとつと考
えられていたり，10歳を境に児童期と前青春期に大きく
2つに分けられたり（Sullivan，1953）することが多かっ
た。今回教師達はいくつかの発達の節目を挙げたが，一
番多く挙がったのが4年生の時期で，これは従来の考え
方と一致する。いわゆる「児童」から「青年」へと移り
変わっていく時期である。また4年生の時期と言っても，
「後半から」という言葉が他の学年よりも多く使われた
ことから，子どもたちが次々と10歳という年齢を迎える
中で，また，次に来たる高学年を意識し始める中で，大
きく変化するものと考えられる。
しかし，子どもたちは発達のすべての側面において，
同じ時期に，同じ速さで変化するわけではなく，それぞ
れの側面での変化の節目は多少前後する。そこで，心理・
社会面における「教師との関係」「友だちとの関係」「自
己意識・自己評価」「集団意識・他者評価」「男女差」と
いった5つのカテゴリーの中で見られる，変化の内容や
時期を検討した。すると，変化の節目は4年生のあたり
にあるのは明らかであったが，2年生と3年生の間にも
かなりの変化が見られた。よって，心理的な特徴から，
小学校の6年間を発達の下位時期に分けると，前半は1
年生～4年生前半，後半は4年生後半～6年生であり，
さらに前半は1年生～2年生，3年生～4年生前半に分
けることができると考えられる。
（2）下位時期ごとの心理学的特徴と学年に注目した小
学生の発達課題について
鶴田（2001）は，大学生の学生相談において「学生生
活サイクル」の視点を持つことで，学年の移行に伴う心
理的変化の課題を軸に，相談事例や大学生全体を理解し
ようとした。ここでは鶴田を参考に，下位時期に注目し
て，小学生の心理学的特徴を明らかにし，続いて，発達
の課題を考えていくこととする。課題は学年ごとに表す
はうが，学校生活の流れの中での理解，という意味でわ
かりやすいと考えられるので，下位時期に考慮しながら，
学年ごとに設定する。
表3（p．8）は小学生の発達の下位時期ごとの心理学
的特徴及び学年ごとの発達課題を表したものである。心
理学的特徴では，教師や友だちのとの関係などといった
対人関係に関する社会面と，自己意識に関する心理面の，
主に2つの側面が，発達に従い変容していく様子が明ら
かになった。また，発達の課題は，「立場」「対人関係」
「移動」「その他」「学習面」の5項目に分けられた。
「立場」とは，小学校の6年間のサイクルの中で，誰
もがその時期になると課せられる役割などのことである。
例えば6年生になると学校の中で重要な役割を担うこと
になるが，「リーダーシップを意識させられる学年であ
るが，本当にそうなったのは3分の1，『何で僕たちだ
け頑張らないといけないんだ』という感じの子が3分の
1」などと教師が述べるように，課題をうまく乗り越え
られた場合は成長につながるが，乗り越えられない場合
は危機にもなりうる。
「対人関係」の課題は，前述の心理学的特徴と表裏一
体であり，例えば3年生を過ぎると他の子どもたちは教
師から少しずっ距離を置こうとし始めるのに，1人だけ
教師との1対1の関係を求め続けた場合，そこには何ら
かの問題が隠れている可能性も考えられる。
「移動」は，近藤（1994）が指摘する「学級の編成替
えや担任の交代の時期に子どもが共通に遭遇する危機」
で，教師たちも「学年が変わってしばらくは，子どもた
ちが張り切ると同時に，大変緊張している」と述べてい
る。
「学習面」は算数における課題で，その学年でつまず
きやすいところや，必ず習得しておかないと後の学年で
の学習に困難をきたすところを挙げた。なぜ算数かとい
うと，大多数の教師は算数でのつまずきにまず言及し，
その理由を尋ねると，「積み重ねが大きいから」という
答えが返ってきた。よって今回は，課題としてわかりや
すく，また，実際教師が危機感を持ちやすい算数につい
て，学年ごとの課題を挙げることとした。もうひとっ，
多くの教師たちが感じている危機として，「9歳の壁・
異体的思考から抽象的恩考への移行」があった。3年生
ぐらいまでは，時間をかけて教えれば，なんとか理解で
きていた子どもたちも，4年生になると急に理解できな
くなることが増えてくると教師たちは感じている。どの
子どもが壁を越えられていて，どの子が越えられていな
いか，目には見えにくいが，このことは3，4年生の学
習面での大きな課題となり，後に述べるように，教師に
とっても指導上の大きな課題となる。
「その他」に関しては，5年生での宿泊行事に関する
ことと，6年生の卒業前に関することを挙げた。宿泊行
事と中学入学は子どもたちにとって，どちらも楽しみで
あると同時に不安を感じさせる出来事でもある。この2
つも子ども自身の準備性が大切であると同時に，教師や
保護者，あるいは年長の兄弟などのサポートも，課題を
乗り越えるためには大切になるだろう。
表4（p．8）は心理学的特徴と発達課題を考慮した教
師の対応である。今回，第1段階，第2段階の面接を通
して，「それぞれの学年の子どもたちの姿，発達の様子」
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について尋ねたが，その際に多くの教師は，子どもたち
への対応についても同時に語っていた。教師にとって子
どもたちの様子と，自分自身の対応とは，切り離して考
えにくいからであろう。そこで，教師たちが語った子ど
もたちへの対応の中で，心理学的特徴と発達課題に則し
たもの表4（p．9）に併記した。
まず1～2年生においては，教師に絶対性を感じ，信
頼しているので，その信頼感を生かした対応が効果的で
あると考えられる。「親や先生にはめてもらうことはす
ごく大きなこと」「1年間教えると担任のくせ，態度な
どがすべて移っている」と教師たちが言うように，低学
年においては，教師の価値観や態度はストレートに子ど
もの中に入っていく。よって，正しい価値観や道徳観を
教えるには適切な時期であるといえるが，一方「『Aちゃ
んは本読みが上手だね』だとか『Bちゃんは忘れ物が多
い』などという教師の発言は，子どもの友だちに対する
評価に大きく影響する。だから，気をつけないといけな
い」という意見もあった。
次に3年生～4年生前半であるが，3年生は「あまり
エネルギーのない学年を見たことがない」「友だち同士
のけんかが多い。混沌とした感じがする」というように，
エネルギーが急に大きくなったと感じられ，その分友だ
ち同士のぶつかり合いが多くなる。しかし，4年生にな
ると「総合的に物事を判断できるようになる」「自分を
出してみて，それがどうなのか考え直しながらやってい
く」というように変化していく。そこでは，少しずつ自
己中心性から脱することができるような教師の働きかけ
が重要になると考えられる。また学習面においてこの時
期は，前述したように具体的恩考から抽象的恩考への移
行の時期にあたり，個人差も大きくなるので，教材や指
導法を工夫する必要があるだろう。
最後に4年生後半～6年生であるが，この時期に大切
なことは，なんと言っても教師と子どもとの信頼関係で
ある。「自分と合うか合わないかを見る」「先生の癖やよ
いところ悪いところがわかってくる」「自我が芽生えて
きて，大人に対する批判も鋭くなる」というような子ど
もの姿に対して，「高学年になると，教師と子どもとい
う関係に，個人と個人としての関係が加わる。教師が時
には本音も語りながら，子どもを納得させないとうまく
いかない」という意見に代表されるように，大人同士の
ような信頼関係を築くことが非常に重要になると考えら
れる。そして，一旦信頼関係が築かれると，「気持ちが
通じ合う。分かり合える」関係になると教師たちは感じ
ている。
他には，多くの教師，特に男性の教師が，「高学年の
女子のグループ化やその中での複雑な人間関係に悩まさ
れることが多い」と語ったが，高学年を担任した経験の
多い女性教師の中には「誰しもが通る通過儀礼のような
15
もの」「自分も経験してきたので，ある程度理解できる」
と語った者もいた。高学年の女子のグループ化や人間関
係の問題は，避けて通れないと教師が認識し，問題が複
雑になる前に対応できるように，常にアンテナを張って
おくことが必要となるだろう。
以上が，下位時期ごとの心理学的特徴と学年に注目し
た小学生の発達課題，およびそれらを考慮した，教師の
対応の留意点である。
（3）まとめと今後の課題
本研究においては，小学校の教師が普段何気なく見た
り感じたりしている子どもの様子を語ってもらうことで，
今まであまり研究で取り上げられることのなかった教師
の経験知を生かし，小学生の学校における発達の様相を
体系化することができた。またそこから，小学生の発達
の下位時期を探り，各時期における心理学的特徴を明ら
かにし，またそれに沿った学年ごとの課題や教師の対応
の留意点なども知ることができた。近年，文部科学省等
が，小学生の発達段階が大きく変化するは4年生である，
と述べているが，今回，その時期の詳しい変化の様相を
明らかできたことを研究の意義として挙げたい。
今後の課題の1点目は，発達の様相や課題が明らかに
なった今，発達の流れから逸れてしまったり，課題をク
リアできなくて，危機に直面してしまったりした子ども
や集団に対して，教師はどのように対応するのか，また
有効な支援策はあるのかを，再び教師の経験知を結集し
て明らかにしていくことである。
2点目は，今後，研究を重ねる場合は，教師の性別，
経験年数，地域差などで，子どもたちの発達の質や速さ
に差があるのか，ということについても検討する必要が
あると考える。そのためには，もっと，調査の対象人数
を拡大し，グループ間で比較できるような制限を加えて
いかなければならないだろう。
最後の課題は，この研究を，これから教職を目指す大
学生や，教師としての経験が浅い人たちに，どう伝えて
いくかということである。今回の結果は，あくまでも平
均像であり，それにとらわれ過ぎると，個人の本質が見
えてこない。そのことを十分に踏まえながら，この仮説
としてのモデルを伝えていかないと，子どもを選別する
手段になりかねないので，結果のみが一人歩きをしない
よう，十分注意しなくてはならないと考える。
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